
保健師ジャーナル　Vol.77　No.03　2021268

●自殺はここ 10年間，国を
挙げた対策や経済の安定で，
年死亡が 3万から 2万に減
少したところでした。しかし
2020 年は増加に転じ，確定
値で 2万 1000 を超える様
相です（全体の死者が減る中
でです）。個人の自殺報道控
えのジレンマなのか，この全
体の自殺増はあまり報道され
ませんが，実際には自治体に
寄せられる心の相談なども増
加し，担当の皆さまは対応に
砕身されているかと思いま
す。自殺は失う寿命が大きい
死因という意味でも，この増
加は深刻ですが，特集では若
年への新たな支援も紹介され
ました。少しでも特集がお役
に立てば幸いです。（長原）

● 2020 年 4月号より 12回
にわたり連載してきた『ポジ
ティブな地域づくりを考え
る』は今回でいったん休載
し，2021 年夏頃に再開予定
です。ポジティブ心理学の研
究対象は，道徳や哲学，宗教
などで言われてきたことと重
なる部分もあり，より善く生き
ていく上で大事なこととして，
多くの人がすでに実践・経験
してきていることも含みま
す。それらの経験知や暗黙知
を科学的な研究から概念化・
見える化した知見は，人々の
生き方に関わる保健師活動に
おける考え方の背景の 1つ
となるのではないかと考えま
す。ご参考や刺激となってい
ましたら幸いです。（小林）
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岡山市の取り組み　地域の多職種・多機関の連携による 
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病院看護師，訪問看護師，保健師でつなぐ地域包括ケア  
稲垣伊津穂
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見て楽しい，参加してよかったと思える健康教育を !　 
おもしろ健康教育研究所の取り組み 伊藤純子，高橋佐和子
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「おも★けん !」　新任期でもできる ! おもしろ健康教育のつくり方  
伊藤純子，高橋佐和子
行動変容を導く　ナッジの利いた保健活動 髙橋勇太，村山洋史，竹林正樹
時代が求める ! 保健師記録の仕組みづくり　記録を生かした人材育成と 

情報開示の捉え方 清水洋子，波田野房枝，栁澤尚代，菅原京子，吉本照子
あるある事例で考える　保健師のための倫理　知れば広がる個人情報利活用

と学会発表 緒方文子，鳩野洋子，嶋津多恵子，住徳松子，松尾和枝， 
後藤智江，岡 順子，藤野善久

保健活動の現場を変える EBPH　エビデンスの探し方と活用の仕方  
嶋津多恵子，白谷佳恵
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